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六
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
い
わ
き
市
医
師
会
様
の
御
高
配
の
も
と
、
望
洋

荘
に
て
「
愛
知
県
医
師
会
交
響
楽
団
」
様
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
わ

き
震
災
復
興
を
願
っ
て
、
愛
知
県
の
医
療
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
愛
知
県
医
師

会
交
響
楽
団
」
の
メ
ン
バ
ー
四
十
数
名
の
方
々
が
遠
路
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

愛
知
県
の
各
地
か
ら
列
車
や
車
で
の
移
動
は
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 

演
奏
会
は
指
揮
を
お
取
り
に
な
り
ま
し
た
武
藤
英
明
氏
の
軽
妙
洒
脱
な
曲
の
解
説
の

も
と
で
の
進
行
で
し
た
。『
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
五
番
』
を
皮
切
り
に
『
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ

メ
ン
ト
Ｋ
１
３
６
か
ら
』
『
交
響
曲
第
九
「
合
唱
」
か
ら
歓
喜
の
テ
ー
マ
』

『
ス
ラ
ブ
舞
曲
第
十
番
』『
ピ
チ
カ
ー
ト
ポ
ル
カ
』『
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
マ
ジ
ー
ク
か
ら
』『
ラ
デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
』
ま
で
の
七
曲
を
奏
で
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
方
々
や
豊
間
地
区
の
皆
さ
ん
も
数
多
く
ご
来
場
下
さ
い
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
演
奏
と
巧
み
な
話
術
に
皆
さ
ま
大
喜
び
で
し
た
。
演
奏
終
了
後

も
ホ
ー
ル
に
何
時
ま
で
も
音
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
最
後
に
「
望
洋

荘
」
の
須
田
美
保
子
施
設
長
か
ら
の
謝
辞
と
入
居
者
を
代
表
し
て
山
際
イ
ク

ヨ
様
（
百
七
歳
）・
青
木
ア
サ
ヨ
様
（
百
一
歳
）
か
ら
謝
意
を
込
め
て
、
指

揮
者
の
武
藤
さ
ま
に
花
束
並
び
に
貼
り
絵
で
作
成
し
た
「
塩
屋
埼
灯
台
」
の

風
景
に
「
感
謝
」
の
文
字
が

入
っ
た
額
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。 

 

交
響
楽
団
の
皆
様
に
は

お
忙
し
い
中
、
震
災
復
興
支

援
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
く
だ
さ
り
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
楽
団

の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
も
う
し
あ
げ
ま
す
。 
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６ 月 発 行 

望
洋
荘
に
お
け
る
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
に
感
謝
す
。 

愛
知
県
医
師
会
交
響
楽
団
の
大
演
奏
会 
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六
月
十
七
日
（
日
）「
父
の
日
」
に
望
洋
荘
家

族
会
よ
り
鉢
植
え
の
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
へ
飾
っ
た
途
端
に
、
お

部
屋
が
パ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

               

   

六
月
四
日
（
月
）
午
前
十
時
半
よ
り
鹿
島
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
エ
ブ
リ
ア
へ
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者

様
四
名
と
御
家
族
様
・
職
員
で
出
か
け
ま
し
た
。 

日
頃
、
お
買
物
を
す
る
機
会
が
少
な
い
為
、
た
く
さ

ん
欲
し
い
物
が
あ
る
よ
う
で
、
ど
れ
を
買
お
う
か
と
右

に
左
に
視
線
を
お
く
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

お
買
物
を
し
た
後
に
、
皆
さ
ん
で
回
転
寿
司
に
立
ち

寄
り
、
久
し
ぶ
り
に
生
寿
司
を
頬
張
り
ご
満
足
の
笑
み

を
浮
か
べ
て
お
り
ま
し
た
。 

                

  

ユ
ニ
ッ
ト
内
の
障
子
張
替
と
大
掃
除
を
六
月
十
日
（
土
）

午
前
十
時
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。 

豊
間
入
居
者
様
と
御
家
族
の
方
々
に
も
協
力
し
て
頂
き

ま
し
た
。
特
に
、
障
子
張
替
は
入
居
者
様
の
手
際
の
良
さ

に
、
た
だ
た
だ
び
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。 

                     

介護老人福祉施設 望洋荘 

『父
の
日
』 

望
洋
荘
家
族
会 

外
食
＆
お
買
物
ツ
ア
ー 

障
子
の
張
替
・大
掃
除 

～
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
（悲
嘆
回
復
）勉
強
会
～ 

誰
も
が
愛
す
る
人
を
失

っ
た
時
、
大
き
な
悲
し
み

「
悲
嘆
」
に
襲
わ
れ
ま
す
。

こ
の
悲
し
み
を
少
し
で
も

和
ら
げ
て
行
く
よ
う
に
接

す
る
こ
と
が
「
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
」
で
す
。
今
回
六
月
七
日

（
木
）
午
後
四
時
よ
り
、
ラ

イ
フ
ケ
ア
の
職
員
で
あ
る

木
村
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
の
勉
強

会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。 
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六
月
五
日
（
火
）
午
後
四
時
か
ら
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト

に
て
「
居
酒
屋
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

以
前
よ
り
入
居
者
様
よ
り
み
ん
な
で
お
酒
が
飲
み
た

い
と
要
望
が
あ
り
、
外
出
し
て
の
飲
み
会
に
す
る
か
、
施

設
内
で
行
う
か
考
え
ま
し
た
が
、
施
設
内
の
方
が
入
居

者
様
も
落
ち
着
く
だ
ろ
う
と
今
回
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
料
理
も
ほ
と
ん
ど
手
作
り
で
家

庭
的
な
雰
囲
気
で
し
た
。
少
し
お
酒
が
入
り
会
話
も
弾

み
笑
顔
も
あ
ふ
れ
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

                   

   

六
月
十
一
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
久
ノ
浜
海
岸
へ
ド
ラ

イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し
た
。
今
月
九
十
二
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
野
口
さ
ん
に
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
が
良
い
か
聞

い
た
と
こ
ろ
「
海
が
見
た
い
」
と
要
望
が
あ
り
、
生
ま
れ
故
郷

の
四
倉
か
ら
久
ノ
浜
の
海
岸
線
を
走
り
、
「
海
は
綺
麗
だ
ね
」

を
始
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
り
に
イ
オ
ン
に
よ
り
、
お
食
事
と
買
い
物
を
し
て
き
ま
し

た
。
終
始
笑
顔
が
見
ら
れ
満
足
の
ご
様
子
で
し
た
。 

                    

   

職
員
の
家
族
が
使
っ
て
い
た
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
カ
ラ

オ
ケ
を
ご
厚
意
に
よ
り
無
期
限
で
お
借
り
し
ま
し
た
。
デ

ィ
ス
ク
も
入
居
者
様
好
み
の
美
空
ひ
ば
り
や
石
原
裕
次

郎
な
ど
懐
か
し
い
曲
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
て

「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
を
行
い
楽
し
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
入
居
者
様
の
ご
家
族
か
ら
も
使
っ
て
い
な
い
レ

ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
等
の
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                   

「居
酒
屋
」 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

「カ
ラ
オ
ケ
大
会
」 

「ド
ラ
イ
ブ
」 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 
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｢

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会｣

平
成
二
十
三
年
度
決
算
報

告
（Ｈ
二
十
三
・
四
・一
～
Ｈ
二
十
四
・
三
・三
十
一
）
が
役
員
会
総
会

(

理
事
会
・
評
議
委
員
会)
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
通
り

ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
も
入
居
者
の
皆
様
方
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
為
に
、
質
の
高
い
施
設
運
営
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                             

   

望  

洋  

荘 

 

七
月
二
二
日 (

日)  

午
後
二
時
よ
り 

 
 
 

「
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」 

 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

      

せ
ん
し
ょ
う
苑 

七
月  

六  

日
（
金
） 

午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  

み
ま
や
東 

七
月 

十 

日
（
火
） 

午
後
三
時
よ
り 

「
運
営
推
進
会
議
」 

 

み
ま
や
広
場 

七
月 

十
一 
日
（
水
） 

午
前
十
時
よ
り 

「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
」
見
学 

み
ま
や
南 

七
月 

十
五 

日
（
日
） 

午
前
よ
り 

「
み
ま
や
地
区
祭
り
」
子
供
神
輿
来
苑 

七
月 

十
六 

日
（
月
） 
午
後
二
時
よ
り 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
み
ま
や
広
場 

ア
ロ
ハ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
様 

七
月 

十
九 

日
（
木
） 

午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  

み
ま
や
南 

七
月 

二
六 

日
（
木
） 

午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  

み
ま
や
西 

 

  

望  

洋  

荘 

七 

月 

十
一
日 

（
水
） 

 
  

勿  

来  

真
壁  

ミ
ナ  

様 
(

九
一
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

十
三
日 

（
金
） 

 
  

勿  

来  

佐
藤 

ミ
ヨ
シ 

様 
(

九
四
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

十
五
日 

（
日
） 

 
  

勿  

来  

鈴
木 

キ
サ
ヨ 

様 
(

八
七
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

十
七
日 

（
火
） 

 
  

豊  

間  

佐
川  

末
子  

様 
(

八
三
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

二
三
日 

（
月
） 

 
  

豊  

間  

久
保  

一
枝  

様 
(

八
五
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

二
五
日 

（
水
） 

 
  

四  

倉  

河
野  

キ
ワ  

様 
(

九
一
歳) 

誕
生
会 

七 

月 

二
七
日 

（
金
） 

 
  

四  

倉  

清
野 

カ
ネ
子 

様 
(

九
一
歳) 

誕
生
会 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

七 

月 

十
二
日 

（木
） 

 
  

み
ま
や
西 

太
田  

由
子  

様 
(

九
三
歳)  

誕
生
会 

        

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 

介
護
老
人
福
祉
施
設           

望 
 

洋 
 

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
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 【
七
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
七
月
の
行
事
予
定 

】 
｢

平
成
二
十
三
年
度
決
算
報
告｣  

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在 


